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 知り合いから朝日新聞有料記事の紹介がありました。全文を読むことはできませんでしたが、「国民

民主党の５国会議員が、産業別労組３団体の行動に同行し、原発の再稼働を急ぐよう求めた」と、理

解しました。3 団体の中心は電力総連なのでしょうか、もちろん日本原子力発電関連企業労働組合総

連合が入っている組合です。 

 そして、今の時期を考えれば、5 人の衆参議員の中には茨城の国民民主党の国会議員も入っていた

のではないかと想像できます。 

 電力会社で働く労働者は、福島原発事故の教訓をどう受け止めているのでしょうか。原子力規制委

員会が茨城の住民に対し「絶対安全だと保障するものではない」と明確に述べつつ、東海第二原発の

延長運転を認める理由（新基準に基づく審査の内容）を述べましたが、住民は納得していません。 

重大事故になれば真っ先に被曝の可能性があるのは、原電職員だということを、あまり真剣に考え

ていないということなのでしょうか。それとも今でも「事故は起こらない」と確信しているというこ

となのでしょうか。 

  

20日、中丸小で卒業式。107名がまもなく中学生 

電力会社の労働組合「電力総連」など産業別労組３団体が１９日、国民民主党の衆参５議員とともに世

耕弘成経済産業相に会い、原発再稼働の推進を求めた。 

 国民民主党は先月、今夏の参院選の公約に「原発ゼロ社会の実現」を盛り込む方針を決めたばかりだ。 

原発ゼロを鮮明にする立憲民主党などとの共闘に、一部の議員が冷…    残り：11 文字／全：161 文字 

 

 

 

  

♬ すばらしいときはやがて去り行き 今は別れを惜しみながら・・ ♪ 
  
卒業証書を全員が授与したあと、在校生の送る言葉、卒業生の巣立ちの言葉がありました。卒業ソ

ング「さようなら」ほか合唱し、互いに感謝しながら別れを惜しんでいるのが印象的でした。 

校長先生や来賓、保護者代表の方などから、卒業生の「成長を喜び、これからの生活が良いもので

あるために」とさまざまなお祝いの言葉が送られました。印象に残ったのは「卒業証書に書いてある、

６年間の全ての課程を修了し、という言葉には、小学校での生活の中で身につけたみんなで力を合わ

せることや、最後までがんばることなど、授業以外で学んだことも含めて本当に大切なことすべてが

入っています。この力があれば中学校生活も大丈夫です」（正確ではありませんが）という、教育委員

さんのお話でした。 

卒業のうれしさ・さみしさ、中学校生活への期待と不安、いろいろ入り混じっていると思いますが

皆さんなら大丈夫、みんなが応援しながら見守っていますよ。 
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